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第 1 章 問題と目的 

東日本大震災のような自然災害が発生すると，人々は衝撃を受け，さまざまな反応を示

す。しかしながら，災害を経験した全ての人が PTSD のようなトラウマ関連疾患を発症す

るわけではなく，被災した人々の多くは，トラウマ体験から回復する能力を有している。

ソーシャルサポートはトラウマ関連疾患の防御因子となり，ソーシャルサポートを利用で

きる人は，そうでない人に比べて，ストレスの影響を受けにくく，健康状態が悪化しにく

い（Caplan，1974; Griepy, Honkaniemi & Quesnel-Vallee，2016）。 

2007 年に精神保健・心理社会的支援 (Mental Health and Psychosocial Support: 

MHPSS)に関わる機関間常設委員会(Inter-Agency Standing Committee: IASC)から発刊

された「災害・紛争等緊急時における精神保健・心理社会的支援に関する IASC ガイドラ

イン」は，コミュニティを支援することの重要性を強調しており，被災した地域の人的資

源を特定し，その資源が持つ力を促進する必要性を示している。しかしながら大規模災害

後には，コミュニティの形成と維持に関する問題がしばしば浮上し，2011 年３月の東日本

大震災でも，それが課題となった(中尾，2017)。一方，災害後の臨床心理学的地域援助に

おいて，コミュニティの維持や再形成，新たなコミュニティの形成を支え，コミュニティ

の機能を回復させるために有効な臨床心理学的地域援助の手立ては発展途上にある。また，

コミュニティ感覚の高さは，精神的健康にポジティブな影響を与えることが先行研究から

明らかとなっているが，それを促進させるための方略は立案されていない（笹尾，2007）。 

以上のことから，本研究は，被災後から現在に至るまでの居住形態の変化に着目しなが

ら，IASC のピラミッドにおける第２層「コミュニティおよび家庭の支援」に関わる取り

組みに焦点をあてる。 

本研究の目的は，以下の２点である。第一に被災後から現在に至るまでの居住形態の変

化に伴う地域住民のコミュニティ感覚の変化，すなわちコミュニティとのつながりに関す

る認知プロセス，及び，つながりを形成・維持するための行動プロセスを明らかにし，時

期別の支援ニーズを示すことである。第二に，コミュニティ感覚を形成することはトラウ

マ関連疾患の予防につながるという観点から，被災地での精神保健・心理社会的支援活動

における臨床心理学的地域援助モデルを作成することである。これらは，災害後の臨床心

理学的地域援助活動の基礎資料となることが期待される。 

第２章 方法 

本研究で定めた条件を満たし，協力の同意が得られた 10 名の研究協力者を対象に，１

時間程度の半構造化したインタビューを実施した。分析には，木下（2007）による修正版

グラウンデッド・セオリー・アプローチ（M-GTA）を用いた。分析焦点者は，「コミュニ

ティの担い手として地域づくりに参加している地域住民」であり，分析テーマは「被災し

た地域住民が被災前からあったつながりを維持・形成しつづけるプロセス」とした。 

第３章 結果 

M-GTA による分析の結果，２つの【コアカテゴリー】，３つの『サブカテゴリー』，12
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つの「カテゴリー」，37 つの＜概念＞が生成された。ストーリーラインは以下の通りであ

る。なお，コアカテゴリーは“【】”， サブカテゴリーは“『』”，カテゴリーは“「」”，概

念は“＜＞”で表し，地方自治体特有のカテゴリーや概念には二重下線を引き，それ以外

のボランティアとして地域活動に関わる方々特有のカテゴリーや概念には下線を引く。 

被災した地域住民がコミュニティを維持・形成するプロセスは，『被災後の衝撃』から

はじまっていた。また地域住民は居住形態の変化を表す「抗えない節目」により，被災後

から現在に至るまで【繰り返されるコミュニティの崩壊と形成】を経験していた。  

避難所や仮設住宅での生活がはじまると，「『こうしてはいられない』という気持ちの

芽生え」から，『現状からの打開』のために，＜はじめの一歩の親切＞を実行し，その「一

歩が役割に」なっていった。次第に「習慣化した共同作業」がはじまるが，活動の中では

問題に直面することもあり，「問題への対処」を共に実施することになる。この＜みんなで

問題解決＞することを通して，「信頼関係の構築」が行われ，＜“支えねば”から“支えられ

てた”実感へ＞とつながった。 

また，このコミュニティの維持と形成に関わり続ける背景には，＜愛する町を守る＞や

＜終わらない「復興」＞に対する想い等の「活動の動機」が存在した。 

恒久住宅期になると，『被災体験と向き合う』ようになり，＜被災前にあった日常の回

想＞行うようになった。また突然，＜言葉では表現できない不安＞に襲われるような瞬間

もあるが，そうしたときは，同じ地区に住む隣人や，避難所や仮設住宅での生活の中で出

会った友人，被災前からの友人に打ち明けることで，＜被災した者同士にしかわからない

気持ちの共有＞を行なっていた。現在は，＜今だから話せる体験＞が増えてきた一方で，

＜まだ直面しきれない記憶＞もあり，その両方が混在するような状況と言える。  

第４章 考察 

分析の結果，コミュニティを維持・形成する過程は，「混乱期」「避難所・仮設住宅期」

「恒久住宅期」の３フェーズに分類できることが明らかになった。また，属性により担う

役割の内容や役割を獲得する時期が異なることが示された。さらに，コミュニティ感覚は

流動的であり，一度促進されても，その後，抑制される場合があり，流動的であることも

示唆された。 

また支援ニーズはフェーズ毎に変化していき，混乱期では，IASC のピラミッドの第１

層，避難所・仮設住宅期や恒久住宅期では，第２層から第４層へのニーズが高まる可能性

が明らかになった。したがって，災害後の臨床心理学的地域援助において，IASC のピラ

ミッドは支援ニーズのターゲットとなると考えられる。 

また居住形態が変化するたびに，コミュニティの崩壊と形成を繰り返しており，コミュ

ニティを維持したり，形成したりする過程では，＜地域づくりの難しさに直面＞すること

もあった。そうした際，本研究の対象者はつながりを活用しながら困難に対処していたこ

とから，コミュニティの担い手同士を繋ぐことは有用な援助方略と考えられる。 

さらに居住形態の変化は，これまであったつながりから遮断されるきっかけとなる可能

性が示されたため，自治体や町内会を発足して，住民同士が見守り合う体制体制を整える

ことや，気軽に参加可能な茶話会等の実施が有効だと考えられる。 

また恒久住宅期へ移行してから，『被災体験と向き合う』ようになった方が複数いるこ
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とから，被災者同士が語りあう場の提供が必要である可能性が示された。こうした場の提

供は，現在進行形で求められている可能性が高く，さらに，これは従来から実施されてい

た茶話会等の有用性を裏付けるものとも言える。 

さらに本研究より，コミュニティの担い手を特定することの重要性が示されたと言える。

コミュニティを維持・形成するためには，担い手となる人的資源が重要な役割を果たして

いる。IASC（2007）が推奨している通り，地域の人的資源を特定し，彼らを窓口としな

がら，コミュニティの機能回復を促すことが求められる。 

一方で，所属団体により，役割を持つ時期や活動の動機に違いがあることが明らかに

なった。コミュニティの中の人的資源を特定する際には，住民の状況や属性等を丁寧に把

握したうえで，住民同士をつなぎ，関係調整を行うことがコミュニティの維持や形成の助

けとなると言える。例えば，自治会や町内会の運営にコミュニティ内，場合によっては，

コミュニティ以外の支援者が参与し，連携や協働のために環境・関係の調整を行うことは

有用かもしれない。 

本研究の課題は以下の通りである。第一に，本研究は，一般化可能な援助モデルの作成

が十分に達成されなかった。そのため，分析テーマの再設定や，分析手法を変更すること

により，一般化可能な結果図の作成が期待される。 

第二に，分析対象者の属性による違いについてである。今後は，研究対象者の属性をさ

らに統制し，分析を行うことで，より，研究対象者の実際の体験に根差した理論を生成で

きると考えられる。 

第三に，インタビューの内容についてである。今後は，コミュニティの担い手となる方々

を支えるという観点から，困難感に着目した調査の実施が望まれる。 
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